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研究の目的と進め方

本研究は，植物の生殖器官である花粉・前の発生機構に
おける遺伝子発現ネットワークを，分子遺伝学的・ゲノム

科学的手法を用いて明らかにすることを目的とする．モデ

ル植物としてシロイヌナズナを用い，トランスポゾン（Ds）

挿入植物体を，雄性不稔形質を指標にスクリーニングし，
胞子体型変異体及び，原因遺伝子を単離する．これら遺伝

子群のうち，受容体・リン酸化・脱リン酸化酵素等シグナ

ル伝達因子，転写因子などの制御因子に注目し，ディファ
レンシャル・ディスプレイ法，DNAマイクロアレイ法等，

ゲノム科学的手法を用いて，単離された遺伝子が制御する
下流遺伝子の網羅的探索を行う．

2001年度の研究の当初計画
我々が作製したかDs挿入シロイヌナズナのスクリーニン

グを行い，種子の稔性のみに異常が見られる雄性不稔変異

体を単離する．これらのうち制御遺伝子にDsが挿入され

た変異体を選び，変異体の遺伝学的，細胞生物学的解析を

行う．また，原因遺伝子を単離し，分子生物学的解析を行う．
この遺伝子の下流で制御される遺伝子群の網羅的探索を

行うため，遺伝子誘導系等の開発を行う．

2001年度の成果

約3，500ラインのDs挿入シロイヌナズナのスクリーニ

ングにより，不稔変異体候補を10ライン得た．そのうちの

1系統（ライン番号52－0524－1）は雄性不稔変異体であり，原
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因遺伝子（Msl）はZnフィンガ一様モチーフを持つタンパ
ク質（MSl）をコードしていた．表現型解析の結果，四分子

形成までの過程に異常は見られず，花粉成熟過程において

小胞子と夕べート層に異常が見られた．in situ ハイブリッ

ド形成実験により，MSlは夕べー下層のみで，四分子期か
ら小胞子が分離する時期のみで発現していた．また，GPP

との融合タンパク質を用いた実験からMSlは核移行シグ

ナルを保持していることが明らかとなった．現在，以上の
結果を学術誌へ投稿準備中である．

国内外での成果の位置づけ

我々の研究により，MSlは花粉成熟過程に必須の転写制
御因子であることが示唆された．花粉成熟に必要な夕ペー

ト層での転写因子の報告は初めてであり，これにより，夕
ペート層が花粉成熟に果たす詳細な生理機構解明への足

がかりが得られた．

達成できなかったこと，予想外の困難，その理由

2001年度は，グルココルチコイドレセプター（GR）との
融合タンパク質を変異体内でGR誘導的に発現させ，この

系の有用性を検討する予定であったが，現在継続して解析

中である．

今後の課題

MSl遺伝子の下流で制御される遺伝子群を網羅的に単

離するために，遺伝子誘導系の開発は必須である．
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